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	 （ネットワークと連携による地域振興）

　さまざまな主体や地域資源のネットワークと連携により、地域の活性化を目指します。特に、ネ

ットワークや連携によりこれまで見出せなかった新たな価値を生み出す取り組みを進めます。

　本プロジェクトでは、「結」「集」「時」の３つのキーワードのもと施策を展開し、町民全体で地域

振興を目指す体制を構築していきます。

　　　　● 資源と資源をつないだ観光振興

　　　　● 駅を中心とした観光に配慮したまちづくり

　　　　● 六郷インターチェンジ（仮称）を活用した観光振興

　　　　● 農業と観光の連携

　　　　● 農業と教育の連携

　観光の振興を目指し、さまざまな資源を歩いて観光できるルート設定と芦川渓谷や蛾ヶ岳を中

心とする山岳地域にはウォーキングルートの充実に努めます。特に、ＪＲなどとの連携により身延

線の駅を起点とした、文化や自然、歴史などさまざまなテーマに沿ったまち歩きやハイキングの

ＰＲとコースの充実を図ります。また、六郷インターチェンジ（仮称）開通にあわせ、インターチ

ェンジから観光施設へと円滑につなげる道路網を整備し、他地域から観光客を受け入れる体制を

整えます。

　次に、地域の特徴ある農業を、観光や教育の場面で生かしていきます。観光分野では、農産物の

直売や農業体験、クラインガルテンを展開し、教育の分野では、農業体験学習や給食を活用した

地産地消を推進します。

２　市川三郷  輪  づくりプロジェクト
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Comprehensive plan

　　　　● ボランティア活動などの住民活動の活性化

　　　　● 新規就農者・農業ボランティアによる農業の活性化

　　　　● 子育て世代の定住促進

　　　　● 町と他地域との連携

　多様な人々が集い、積極的に町の発展にかかわっていくことができるまちをつくります。ボラ

ンティア活動を支援し、新規就農者や子育て世代、団塊の世代の町内への移住を促進します。特に、

高齢化の進んだ地域においては、介護や福祉などの分野で、民間企業による地域の住民へのサー

ビス提供が容易ではない場合があります。そうした地域では、行政と地域住民の連携により一定

水準のサービス提供を目指します。

　また、これまで以上に他の市町村との交流を深め、それにより地域のよさを高め、活性化につな

げていきます。

　　　　● 地域の歴史・文化資源の有効活用

　　　　● 地域の伝統技術の活性化

　　　　● 地域の伝統産業に根付いたイベントの開催

　地域の歴史や伝統を大切にし、その時間的なつながりを生かした地域の活性化を進めます。甲

斐源氏発祥の地とされる歴史やまちなかに残る歴史的な建造物、あるいは伝統的な産業を生かし

た観光振興を図ります。また、そうした歴史的な資源を維持、保存するための住民間の協力関係

を地域の新たな活力として高めていきます。




